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【１.はじめに】	

	 学力向上のためには、学生の理解度を学生自

身と教員が把握し、適切な勉強を促すことが欠

かせない。しかし、学生の理解度と実際の理解

度の間には乖離があることが多く、現状では学

生や教員がこれらを正しく把握することは難し

い。そこで、学生と教員の双方が理解度の乖離

を認識し、適切な指導を支援できないかと考え

た。	

	

【２.研究対象・目的】	

	 本研究では、理解度に乖離が出始める中学生

を研究対象とする。そこで、学生と教員の両方

に理解度の乖離を把握させ、学力の向上を支援

するシステムを構築することを目的とする。	

	

【３.現状分析】	

	 ここではまず、学生にどのくらい理解度に乖

離があるかを調査した。次に、授業内といった

リアルタイムで学生の理解度が測れるかについ

て調査、分析した。最後に学生の理解度を測る

システムについての分析を行った。	

	

１.	 学生の理解度の乖離の調査 

まず、学生の理解度と実際の理解度に乖離が

あるのかを明らかにするため、中学 3 年生 8 人

に自己評価とテストのアンケート調査を行った。

(図１)	

	

	
図 1 自己評価とテスト結果の乖離 

	

	

	

	

図 1 から、①全員が理解度に乖離があり、②

正しく自身の理解度を認識できている学生はい

なかった。	

次に、学生の反応や視点といった定性的なデ

ータからも理解度が図れるかどうかを明らかに

するために、中学 3 年生 6 人を対象に、教員が

調査を行った結果（表 1）、以下の点が明らかに

なった。	
	

表 1 理解度と定性的なデータの分析（10 点満点） 

	

表 1 から、①授業を聞いていると教員が判断

した学生はテスト結果が高い傾向にあり、②教

員の評価が高くても自己評価に差があるとテス

ト結果は低くなる。	

	

２.	既存システムについて	

	ここでは、すでに自己評価の可視化を行ってい

る大阪樟蔭女子大学を対象に、理解度を把握す

る面があるか、定性的なデータを用いているか

という視点から分析した。分析の結果、以下の

２点が明らかになった。	
	

l 自身の理解度を入力でき、現在の状況は把握でき

るが、学力よりも履修状況であるため細かな苦手箇

所がわからない。 

l 定性的なデータを用いていない。 

	

３.現状分析まとめ	

l 学生に理解度の乖離があるにも関わらず、現状を

容易に把握できるシステムがない。 

l 視線や反応といった定性的なデータを用いて理解

度を把握できる。 

l 既存システムでは、視線や反応などの定性的なデ

ータが反映されず、単元も幅が広いため、どこを学

習すれば良いのかがわからない。 

	

【４.システム提案】	

	 教員評価・学生理解度・確認テストを関連付

けて学生の理解度を可視化し、学生及び教員の

双方に提示する学習支援システムを提案する。	

 テスト 視線 反応 質問 自己評価 

平均 6.2 8.3 7.5 5.8 10 
分散 7.8 3.5 8.3 7.6 0 
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	システム概要を図 2 に示す。	

	

・評価のルール	

教員評価：  

視線・・・よく教員をみているか（〇or×） 

反応・・・うなずき等の反応があるか（〇or×） 

質問・・・正しく答えられたか（〇or×） 

学生評価： 

授業を受けた後に、４段階(◎・〇・△・×)で理解度を

評価する。 

テスト結果： 

テスト DB から問題を抜粋し、バランスを考えて 10

問を出題する。 

	

(ア) 学生の理解度予測機能 

教員の評価に×が２つ以上ついた場合、学生の理

解度が低いと予測し、注意を表示する。 

(イ) 総合評価の可視化機能 

教員の評価、学生の自己評価、テスト結果を総合的

にグラフ化（レーダーチャートと散布図）し、理解度の

乖離を可視化する。 

(ウ) アドバイス入力支援機能 

学生の総合評価が悪い場合、教員側のアドバイス

（苦手箇所や勉強方法）の入力を促す。 

	

【５.効果検証】	

	 システムの有効性を検証するため、中学 2 年

生 8 人と塾の講師 4 人に本システムを使った場

合の理解度の認識と学力の向上にどう影響があ

るか効果検証を行った。(表 2)	

	 	

表 2 効果検証の結果(5 段階評価) 

学生の理解度予測機能 4.0 

総合評価の可視化機能 4.8 

アドバイス機能 3.8 

提案システムの有効性 4.2 

	

	 検証の結果、提案したシステムの有効性が示

されたと考えられる。しかし、コメント入力機

能については、講師側が入力するようになるた

め、人によってコメントが異なり、本当に正し

い勉強を促せているかの判定が難しく、あまり

満足を得られない結果となった。また、学生の

理解度予測機能についても授業内に入力する手

間がかかるため、満足のいく結果が得られなか

った。	

	

【６.結論】	

	 提案するシステムを利用することで、学生の

理解度の乖離が可視化されるため、利用者の理

解度の乖離を把握することができると考えられ

る。また、定性的なデータを用いて、リアルタ

イムな理解度を知ることが出来るため、迅速に

学生の理解度を把握し、適切な勉強を促すこと

が出来るようになると考える。	

	

【７.今後の課題】	

	 今後の課題としては、実用化に向けて、授業

内でのリアルタイムな入力が出来るようにシス

テムに入力する際に簡単なものにしていく必要

がある。また、コメント入力支援機能について

も、どのようなコメントが学生にとって有効で

あるのかを検討していく必要がある。	
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